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装着4

長い髪の毛は束ねて収納する。必ず下降器に接する範囲から遠ざける。
（使用中の下降器のロープ吸い込み部に髪の毛が巻きつく危険あ
り。無毛がおすすめ。）

1 一般的なロープアクセス個人装備の装着

1 ヘルメットをかぶる

この時メインカラビナに、装着者自身からみて右から、チェストアッ
センダー、カウズテイル、の順で取り付けておく。

チェストアッセンダーのトップホールを使って首や肩や脇を通って結
束し、チェストアッセンダーを体に沿わせて固定させる。

2 3シットハーネスを履く チェストハーネスをつける

髪の毛が下降器に巻き込まれると、自らの体重で自らの髪の毛を
引っ張る事になる。荷重を抜くことができなければ、切断するしか
なくなる！

ロングヘアープロブレム

✓!

ハンドアッセンダーにスピーディーマイロンを使ってフットループを接続する。スピーディーにカラビナをかけておき、使用しないときはフット
ループを短く折りたたんでギアラックにかけておく。
カラビナをプーリーを内蔵しているリボルバー（DMM製）にしておくと、すぐに3倍力が構築できて便利。

4 ハンドアッセンダーを持つ
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環付きカラビナでオートストップ機能を有する下降器（ストップ、リグ、
グリグリなど）をメインアタッチメントに接続する。
メインアタッチメントには既に、装着者自身からみて右からチェストア
ッセンダー、カウズテイルが接続されており、下降器は一番左に取り付
ける。

5 下降器を接続する

通常は使わないがレスキューが発動したり、ギアの不足が生じた場合のバックアップ装備とし
て、プーリー、φ6mm程度で長さ4mの予備コード（耐荷重1800kNのダイニーマ製やケブラ
ー製のものが望ましい）、環付きオーバルカラビナ3枚、ATC、ナイフ、6mmプルージックコー
ドを携帯する。

必ずしも必要ではないが、フットアッセンダーがあればとても楽に登高できるし、小型のプーリーカムがあればホーリングやレスキュー、予備ア
ッセンダーなど汎用性が高い。
また小型のリギングプレートをメインアタッチメントの下側に取り付けておけば、携行装備を振り分けて吊っておくことができるので、脱着に
便利。

6

7

バックアップ装備をつける

その他の装備
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2 カラビナ同士の連結禁止
下降器やアッセンダー、カウズテイルなどをハーネスに接続する際（
リギング時も同様）、基本的にカラビナ同士を連結してはならない。
カラビナがねじれて荷重することで、ゲートを強制的に開放させる事
故が生じる可能性がある。

下降器とメインアタッチメント、あるいはデミロンドカラビナの接続
は例外。
アッセントハーネス（シットハーネスのメインアタッチメントを半円形
のデミロンドカラビナで接続するもの）やその他のワークソリューシ
ョンハーネス（あらかじめメインアタッチメントにリングが縫い込ん
であるもの）に下降器を接続する場合はカラビナ同士、またはカラビ
ナと金属製メインアタッチメント同士を接続することになる。
この場合はやむを得ないが、下降器側のカラビナをできるだけ小さ
なものにすること。大口径のHMSなどは、ねじると容易に外れてし
まう。もちろん、安全環付きのカラビナを使うこと。
やむをえずカラビナ連結で接続した個所については、再荷重時にね
じれなく荷重されているかどうか、荷重完了まで目を離さずに荷重の
様子を注視すること。

!
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